
























  1 2011年 9月 10日　警察庁緊急災害警備本部発表。
  2 半藤一利・保阪正康・御厨貴「関東大震災と東日本大震災」『文藝春秋』2011年 5月号 94-104頁。
























  3 日本歴史地理学会編『日本震災史』日本学術普及会，1923年，三宅雪嶺「震災関係の心理的現象」





  4 例えば，河出書房新社編集部編『思想としての 3・11』河出書房新社，2011年は，識者達の即時
的雑感の集積に過ぎない。
  5 「東北地方太平洋沖地震」Wikipedia（http://ja.wikipedia.org/wiki/東北地方太平洋沖地震）; “USGS 
Updates Magnitude of Japan’s 2011 Tohoku Earthquake to 9.0,” U.S. Geological Survey （03.15.2011）; 気象












警察庁の調査によると，死者 15,781人，行方不明者約 4,086人，負傷者 5,932人に上っ

















  6 「貞観地震」Wikipedia（http://ja.wikipedia.org/wiki/貞観地震）; 佐竹健治・行谷佑一・山木滋「仙台・
石巻平野における 869年貞観地震の数値シミュレーション」『活断層・古地層報告』第 8号（2008年）
71-89頁。
  7 「巨大地震」Wikipedia（http://ja.wikipedia.org/wiki/巨大地震）。
  8 2011年 9月 10日　警察庁緊急災害警備本部発表。
  9 同上。
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b.　津波の猛威









行方不明者合計が 1,145人（死者 1,049人，行方不明者 96人），津波直後に大規模な火災
が発生した気仙沼市では，死者・行方不明者合計が 1,405人（死者 1,013人，行方不明者 
392人），さらには，沿岸の閖上地区や新興住宅地で壊滅的被害を受けた名取市では，死者・
行方不明者合計が 984人（死者 911人，行方不明者 73人）に上っている11。同様に，津波
に見舞われた三陸海岸の諸都市の被害も甚大であり，宮城県の女川町で，死者・行方不明
者合計が 975人（死者 564人，行方不明者 411人），南三陸町で，死者・行方不明者合計
が 901人（死者 558人，行方不明者 343人）に上ったのをはじめ，岩手県の陸前高田市で
死者・行方不明者合計が 1,951人（死者 1,552人，行方不明者 399人），釜石市では，死者・
行方不明者合計が 1,091人（死者 883人，行方不明者 208人），大槌町では，死者・行方
不明者合計が 1,397人（死者 801人，行方不明者 596人），山田町では，死者・行方不明
者合計が 823人（死者 601人，行方不明者 222人），さらに，宮古市では死者・行方不明







 11 宮城県「東日本大震災における被害状況（9月 9日）」（http://www.pref.miyagi.jp/kikitaisaku/higa 
sinihondaisinsai/pdf/9091700.pdf）を参照。
































































 14 厚生労働省「平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震の被害状況及び対応について」（第 17






























 15 「東日本大震災　自衛隊活動報告 2011.3.11-3.31」MAMOR第 52号（2011年 6月）4-25頁。
 16 外務省「東日本大震災」（http://www.mofa.go.jp/mofaj/saigai/index.html#link_4）を参照。
 17 「トモダチ作戦」Wikipedia（http://ja.wikipedia.org/wiki/トモダチ作戦）を参照。





























議（議長 : 五百旗頭真　防衛大学校長）を立ち上げた。復興想想会議は 4月 14日より審
議を開始して，被災地域の復興の構想を練り始め，6月 25日に「復興への提言～悲惨の
なかの希望～」を内閣総理大臣に提出した19。岩手県や宮城県も県レベルの復興対策会議





























 20 宮城県震災復興本部会議「宮城県震災復興計画（第 2次案）」（2011年 7月 6日）を参照。




 24 阿部能成「震災と都会文化」『思想』第 25号（大正 12年 11月号）139-152頁，和辻哲郎「地異





























 26 特に，東日本大震災復興構想会議「復興への提言～悲惨のなかの希望～」（平成 23年 6月 25日）
5-6頁を参照。


































































 32 尤も，G.W.ブッシュ政権以来，原子力政策を変更し，現在は全米で 12基の原発を新設する計画
を推進中である。この点については，「許容出来る原発リスクとは」『日経サイエンス』2011.06号 17
頁を参照。
 33 河野太郎「エネルギー政策は転換するしかない」『世界』2011年 6月号 82-86頁。
 34 柳田邦男「わたしたちは『恐るべき虚構』の上にいた」『AERA』2011年 5月 15日号 6-9頁を参
照。
 35 柳澤桂子「原子力発電から離れよう」『世界』2011年 6月号 34-43頁，小宮山宏「原子力は続か































 38 “Nuclear Safety,” Wikipedia （http://wikipedia.org/wiki/Nucolear Safety）を参照。　 
 39 “Bundesrat entschliesst Atomausstieg,” Wirtschaft.ch （http://wirtschaft.ch/ Bundesrat entschliesst 
Atomausstieg） 25.05.2011.
 40 “Kabinett beschliesst beschleunigten Atomausstieg,” WELT ONLINE 07.06.2011 ;（http://welt.de/
deutschland/Kabinett beschliesst beschleunigten Atomausstieg）; “Regierung beschliesst Atomausstieg 
und Energiewende,” suddeutsche.de （http://newsticker.suddeutsche.de/ /list/id/1163725）．さらに，梶村
太一郎「脱原発へ不可逆の転換に歩み出したドイツ」『世界』2011年 8月号 266-272頁を参照。



























る。鈴木三重吉が震災 2ヶ月後の 1923（大正 12）年 11月に『赤い鳥』に発表した「大震
災記」という小文は，単なる震災の体験記や随想の域を越えて，関東大震災の輪郭とその
 42 菊池寛「災後雑感」『文藝春秋』大正 12年 11月号（『文藝春秋』2011年 5月号 262-263頁に再録）
を参照。
 43 芥川龍之介「妄問妄答」『芥川龍之介全集』第 10巻，岩波書店，1996年，166-169頁。
 44 菊池寛「災後雑感」『中央公論』大正 12年 10月号（『編年体　大正文学全集　第十二巻　大正
十二年』ゆまに書房，2002年，554-557頁に再録）を参照。



























 46 鈴木三重吉「大震災記」『赤い鳥』大正 12年 11月号（『編年体　大正文学全集　第十二巻　大正
十二年』ゆまに書房，2002年，441-450頁に再録）。
 47 河東碧梧桐『碧』大正 12年 10・11月合併号所収（『編年体　大正文学全集　第十二巻　大正
十二年』ゆまに書房，2002年，613-614頁に再録）。




























































 53 『俳壇』2011年 6月号，34頁。
 54 同 60頁。
 55 同 62頁。
 56 同 64頁。
 57 同 66頁。
 58 同 70頁。
























 60 同 78頁。
 61 同 80頁。
 62 長谷川櫂『震災歌集』中央公論新社，2011年を参照。
 63 231頁より引用。
 64 『短歌』2011年 6月号，17頁。
 65 同 17頁。
 66 同 18頁。
 67 同 36頁。


























 69 同 42頁。


































































 77 松本英明「震災時のデマ 80件を分類整理して見えて来たパニック時の社会心理」BLOGOS 2011
年 04月 08日 23時 14分 （ http://news.livedoor.com/article/detail/ 5477882/） を参照。
 78 芥川龍之介「妄問妄答」『芥川龍之介全集』第 10巻，岩波書店，1996年，166-169頁，和辻哲郎




























































 81 『朝日新聞』2011年 4月 15日朝刊，『讀賣新聞』2011年 4月 15日朝刊。さらに，ドナルド・キー
ン「なぜ，今『日本国籍』を取得するのか」『文藝春秋』2011年 8月号 156-163頁を参照。







































 85 香山リカ「がんばりすぎてはいけない」『文藝春秋』2011年 5月号 284-285頁を参照。




























































た88。さらに，同年 6月 6日に出された最高裁第一小法廷判決と，同年 6月 14日に出され
た最高裁第三小法廷判決も，同様な事案について，ほぼ同内容の結論を言い渡した89。
 88 『朝日新聞』2011年 5月 31日朝刊 1面。





























 90 サントリーの HP（http://www.suntory.co.jp/enjoy/movie/d_s/880953901001.html）を参照。
 91 「上を向いて歩こう」Wikipedia （http://ja.wikipedia.org/wiki/上を向いて歩こう）を参照。

































































 96 同 111-114頁。
 97 遠藤周作『沈黙』新潮社，219-220頁。




























































































101 『朝日新聞』2011年 3月 14日夕刊。
102 『朝日新聞』2011年 3月 15日夕刊。
































106 渋沢のこの発言は，『萬朝報』1923（大正 12）年 9月 13日号に掲載された。
107 『主婦之友』1923年 10月号所収（＝『内村鑑三全集』第 28巻，岩波書店，1983年，18-19頁）。
108 渋沢栄一『渋沢百訓』角川ソフィア文庫 104，2010年，20-27頁を参照。


















































































































































この賀川の問いは，旧約聖書のヨブの問いや（ヨブ 30 : 20-31 : 40），エレミヤの祈りに
似ている（エレミヤ 12 : 1-6）。神が創った世界に起きる不条理な事態に対して創造者に
直接にその責任を問うているからである。しかし，この世の悲惨や不条理を目の当たりに
しても，信仰者である賀川は神への信仰を捨てて，無神論者のように，神は存在しないと
言うことは出来なかった。彼は神に問いを投げかけた後に，次のように述懐した。
「わが神　わが主よ　私があなたを難詰する理由がおわかりになりましたか？　
私が　虚無論者になり得ぬが故に　私が冷たい無神論者になり得ぬが故に　私は煩悶
するのです。私は私の魂の中に贖罪を意識する力を作り給うた神を疑ふことが出来ま
せぬ。それは実在の力です。それは確かに生き給ふ神です。私はそれを眼を以つて見
ませぬ。私は耳を以つてそのみ声をきゝませぬ。
　然し　どうして　あなた─私の神─贖罪の神を疑ふことが出来ませうか？　罪をす
ら贖わんとする大発心の神─それが私の霊の本願の中に燃え立って居らせられるでは
ありませんか？　私はみ神の姿を外部に見ることが出来ませぬ。然し何と云ふ尊いみ
姿でせう。私が正しく立たんとするその刹那より　あなたは真直ぐに私の後押しをし
て下さるではありませんか？　
　その手を強く感じます。私はその御手の強い圧力に耐え難い程です。それが凡て社
会に公義を求むる力であり　人類愛を請求する源ではありませんか？」
賀川は神の実在を疑うことが出来ず，むしろ，キリストを通して顕された贖罪愛を実感し，
自分は神の御手によって支えられて，社会において正義を行い，人類愛を実践していると
123 賀川豊彦「鳳凰は灰燼より甦る」『賀川豊彦全集　第 21巻』キリスト新聞社，1962年，290頁。
39東日本大震災と社会意識の変容
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感じていた。そのために，賀川は神義論的問い掛けを自ら中断して，たとえ神が地震と火
事で人類に対する脅迫を続けることがあっても，最早反抗することはせず，愛をもって神
に酬いることを決心するのである124。
今回の東日本大震災にあっては，賀川豊彦のような傑出した個人が支援活動を大々的に
行うことは見られないが，各教派教会は，それぞれ早い時期から組織的救援活動を行って
いる。例えば，カトリック教会では，3月 12日に教皇ベネディクト 16世が，被災者への
お見舞いの言葉を発表した。3月 14日にカリタスジャパンは被災者救援のための募金活
動を開始した。3月 17日に仙台教区はサポートセンターを設置し，信徒や地域の被災者
に対して救援物資の配布を行った125。
プロテスタント教会各派も，震災後直ぐに，信徒の安否確認を行うと共に，被災者に対
する救援活動を始めた。日本基督教団東北教区は，3月 17日に開催された常置委員会に
おいて被災者支援センター設置を決議して，教区センターエマオを拠点にボランティア活
動を開始し，支援物資の集配や，被災地域の瓦礫の撤去やヘドロの除去等の救援活動に取
り組んだ126。日本基督教団本部は，直ちに救援対策委員会を設置して，被災地の状況調査
と支援活動を開始した。さらに，4月 5日に救済対策本部を設置し，被災地の人々の支援や，
全壊・半壊した教会の再建のための緊急支援募金を開始した。聖公会やルター派やバプテ
スト派等の教派教会も同様な救援活動をそれぞれのネットワークを生かしながら行った。
また，福音自由教会のような福音派に属する諸教会も，それぞれ独自の救援活動を行った。
被災地の教会にあっては，特に被災した教会の再建，信徒の安否確認，さらには，地域の
被災者の支援，震災で亡くなった信徒達の追悼や，遺族への牧会配慮等の目前の課題に取
り組むことに手一杯であり，神義論や天罰論等の神学的・倫理的議論は震災直後の時期に
は，余り見られなかった。個々の教派の枠を越えた超教派的な動きとしては，仙台キリス
ト教連合が，被災支援ネットワークを設置して，支援関係の情報の収集や，援助が必要な
人々に NGOの緊急支援活動を斡旋し，救援活動の後方支援活動を行った127。
124 同 291-292頁。
125 カトリック中央協議会 HP上のサイト「東日本大震災関連情報」（http://www.cbcj.catholic.jp/jpn/
feature/2011shinsai/）を参照。
126 日本基督教団東北教区センターエマオ HP上のサイト「東北教区被災者支援センター　公式ブロ
グ」（http://ameblo.jp/jishin-support-uccj/）; 高橋和人「第 66回東北教区総会を迎えるにあたって」『日
本基督教団第 66回東北教区総会議案・諸報告』日本基督教団東北教区，2011年 5月，2-3頁を参照。
127 川上直哉「仙台キリスト教連合被災者支援ネットワークの活動」『福音と世界』2011年 5月号
36-39頁を参照。
40
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4.　まとめと展望
東日本大震災が人々の意識に与えた影響はまだ完結していないが，既にその骨格は見え
て来たように思われる。東日本大震災は，被害の大きさにおいても，社会意識に与える影
響においても，関東大震災に匹敵する大災害であった。今回の震災は，自然と人間の文明
の関係についての考え方や，原子力の危険性についての認識において，日本人の意識に取
り消すことが出来ない決定的な刻印を残した。どんなに科学技術が進歩し，文明が発達し
ても，究極の所人間は自然をコントロールすることは出来ない。豊かな自然は人間に恵み
をもたらすと共に，時として，牙を剝き，人間の生活を根底から破壊する恐ろしい側面を
持っている。人間は自然の持つ二面性を認識しながら自然と共に生きていく宿命にある。
しかし，津波の被害による原発の事故は単なる天災ではなく，高度な科学技術が作り出し
た文明の構築物による災害の側面も持つので，より複雑である。世界の人々の原子力発電
についての考え方について言うと，原発の危険性の認識から，強く危機感を抱いて脱原発
に向かう立場と，安全対策を強化して原発政策を維持する立場に鮮明に二分された。
震災の人の意識に与えた意義を考察するにあたっては，関東大震災の際に思想家や文学
者達が書き残した多くの文章が大変役に立った。大災害に遭遇した時に人間が感じたり，
考えたりすることは，時代を経ても変わらない不変の部分と，災害の在り方や被災者の時
代的・文化的隔たりによって変化する部分の両方がある。私たちは今回の震災に遭遇する
ことによって，88年前の関東大震災の時の先人達の経験や思索をとても身近に感じ，史
料を渉猟して歴史的証言や文学作品との対話へと向かった結果，現在の問題について考察
するために有益な示唆を得ることが出来た。特に，緊急事態と芸術活動の関係や，震災の
神学的意義をめぐってなされた過去の議論は興味深く，今回の震災の意味を考察する際に
も落としてはならない論点を提供している。過去の思想家や文人達の思考の足跡を追う事
を通して，温故知新という言葉の真理性を経験することになるのである。
